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米国関連資料 

特許を無効にする場合または特許を維持する場合に 

特許の有効性分析をする上で重要な役割を果たす仮出願の存在 
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１．はじめに 

米国仮出願は、少なくとも下記の点でも、有用性を備えています。 

【仮出願の留意事項】（順序不同） 

・ AIA下の有効出願日を早期に確立する、発明の完成または発明の改良のための時間を確保する、及び、発明

の製品やプロセスの市場の有無を決定する上で、仮出願は有用である。 

・ 仮出願は、後の通常の特許出願に記載されるクレーム発明をサポートするのに十分な開示を含む必要があ

る。 

・ ”public disclosure”から発明を保護することができる。 

・ 仮出願から12ヶ月間という貴重で有用な時間を利用して、解決課題や改良事項に対して必要な措置を講じ

たり、本発明の製品やプロセスの投資者、購買者、実施権者等を探したり、市場調査を実施したり等するこ

とができる。 

・ 仮出願は、後にその通常の特許出願が出願公開された場合、有効出願日（仮出願の出願日）を基準に後願排

除効を有する。 

 
 

多くの有用性を備えた仮出願は、米国特許法第 112 条に規定の記載要件と実施可能要件とを

充足する必要があります。この点に関し、仮出願が、特許を無効にする場合または特許を維持す

る場合に、特許の有効性分析をする上で重要な役割を果たすことを示す興味深い CAFC 判例が

あります。このことについて、以下に、詳細に説明します。 
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